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最新情報については、http://www.microsoft.com/japana/backoffice/sbs を参照してください。
はじめに

この文書では、新しいコンピュータに Microsoft® BackOffice® Small Business Server バージョン 4.5 をインストールする方法、および既存のコンピュータをバージョン 4.0 からバージョン 4.5 にアップグレードする方法を説明します。この文書は、Microsoft® Windows NT® オペレーティング システム バージョン 4.0 についての一般的な知識があり、また Small Business Server の使用経験があることを前提に書かれています。

Small Business Server 4.5 の新規インストール

Small Business Server 4.5 をインストールするには、次の 4 つの手順を実行します。

· インストールの計画を立てる
· Windows NT Server オペレーティング システムをインストールする
· サーバー ベースのアプリケーションをインストールする
· ユーザーとコンピュータをネットワークに追加して、セットアップ後の作業を完了する
手順 1 : インストール計画の作成

Small Business Server のインストールを成功させるためには、綿密な計画と準備が必要です。次に、そのための手順を詳しく説明します。
· Small Business Server 4.5 の必要最小限のハードウェア要件を満たすコンピュータを選びます。
· オペレーティング システムのファイル、アプリケーション、およびユーザー データのための空き領域を十分に確保します。
· Windows NT 4.0 の最初のリリース以降に購入したハードウェアがある場合は、メーカーから提供されているドライバを入手します。これらのドライバは、Small Business Server 4.5 のインストール時に必要になる場合があります。
· 既にネットワークで Windows NT 4.0 サーバーをプライマリ ドメイン コントローラ (PDC) として実行しており、この PDC を Small Business Server に置き換える場合は、付録を参照して現在のユーザーの移行方法を確認してください。
ハードウェアの選択

最大 10 人までの同時ユーザーをサポートするには、Small Business Server を実行するコンピュータが表 1 のハードウェア要件を満たしていることが必要です。
表 1 : Small Business Server 4.5 の必要最低限のハードウェア要件

	コンポーネント
	最低要件
	推奨

	プロセッサ
	Intel Pentium 120
	Pentium 200 以上


	メモリ
	64 MB の RAM
	128 MB 以上

	ハードウェアの空き領域
	2 GB (Small Business Server に Microsoft Office 2000 Professional が付属している場合は 3 GB)
	4 ～ 8 GB (Office 2000 Professional が付属している場合は 6 ～ 9 GB)

	フロッピー ディスク ドライブ
	3.5 インチの高密度ドライブをドライブ A に設定
	

	ビデオ アダプタ
	解像度 800×600。16 色

	

	モニタ
	SVGA 対応
	

	CD-ROM ドライブ
	Windows NT 4.0 互換
	

	モデム
	クラス 1 互換の FAX モデム
	1 台または 2 台のビジネス クラスの FAX モデム。

推奨ハードウェアのリストは、http://www.microsoft.com/japan/backoffice/sbs を参照してください。

	ネットワーク インターフェイス カード
	Windows NT 4.0 互換の イーサネット NIC
	推奨ハードウェアのリストは、http://www.microsoft.com/japan/backoffice/sbs を参照してください。


ネットワーク要件の追加情報については、http://www.microsoft.com/japana/backoffice/sbs

 のホワイト ペーパー「キャパシティ プランニング」を参照してください。

必要な追加装置
モデム

1 日に FAX で送信する文書が 100 枚以下であれば、クラス 1 の FAX モデムが 1 台あれば十分です。しかし、次の条件のいずれかに該当する場合は、モデムと電話回線を追加する必要があります。
· 1 日に 100 枚以上の文書を FAX で送信する。
· 複数のリモート ユーザーが同時にサーバーにダイヤルアップ アクセスできるようにする必要がある。
· リモート ユーザーがサーバーにダイヤルすると同時に、ダイヤルアップ接続を介して FAX を送信したり、インターネットにアクセスできるようにする必要がある。
· サーバーでインターネットの電子メールを送受信すると同時に、ダイヤルアップ アクセスを利用可能にする必要がある。
Microsoft Proxy Server を使用すると、ネットワークのすべてのユーザーが 1 つのダイヤルアップ接続または LAN 接続を介して同時にインターネットにアクセスできるようになります。モデムが 2 台あると、一方を Proxy Server や Microsoft Exchange Server のインターネット アクセス用に利用し、もう一方を FAX の送受信やダイヤルアップ クライアント用に利用することが可能です。各ワークステーションにモデム共有クライアントがインストールされている場合は、モデムをローカルにインストールする必要はありません。現在クライアント ワークステーションにある電話回線とモデムをサーバーに移動して、それらをネットワーク全体で共有することができます。
RAS (Remote Access Service) と FAX の受信で同じモデムを使用したい場合は、そのモデムでアダプティブ アンサー機能がサポートされていることが必要です。この機能がサポートされていれば、モデムで RAS の呼び出しと FAX の呼び出しを区別することが可能です。RAS と FAX の呼び出しで別々のモデムを使用する場合は、アダプティブ アンサー機能は不要です。
ネットワーク インターフェイス カード

ネットワークでルーターを介してインターネットに接続する場合は、Small Business Server 4.5 の Proxy Server を利用して、インターネットへのアクセス方法を管理したり、部外者がインターネットからローカル ネットワークにアクセスできないようにすることが可能です。この場合、サーバーには 2 枚のネットワーク インターフェイス カード (NIC) が必要です。このようにすると、ルーターとローカル ネットワークの接続は、Small Business Server ベースのサーバーの 2 枚目の ＮＩＣ から、ローカル ネットワーク用の内部 ＮＩＣ へのネットワーク リンクだけになります。ルーターをクライアント ワークステーションと同じハブに接続しないでください。
メモ : 原則として、Small Business Server 4.5 のインストールを開始する前に、使用する予定のハードウェアをすべて接続しておきます。ただし、追加の NIC だけは例外です。NIC を追加する場合は、Small Business Server 4.5 をインストールしてからインストールするようにします。これによって、ネットワーク サービスが外部用のアダプタにバインドされるのを防ぐことができます。
テープ バックアップ システム

Small Business Server のインストールが完了したら、システムのフル バックアップをとり、ファイルやデータをテープから正しく復元できるようにします。災害が発生した場合、この確認済みのバックアップが必要となります。定期的にバックアップを行っていれば、サーバーを再構築しなければならなくなった場合に役に立ちます。
アプリケーションやデータ ファイルの配置計画

デフォルトでは、Small Business Server のコア ファイル、サーバー ベースのアプリケーション、およびユーザー データ ファイルは、セットアップ時にすべて同じドライブに配置されます。一部のフォルダは、セットアップ時に別のドライブに移動できます (表 2)。その他のフォルダもセットアップが完了してから移動できます (表 3)。
表 2 : セットアップ時にシステム ドライブから移動可能なフォルダ
	フォルダ
	サイズ
	備考

	MSSQL7
	238.4 MB
	Microsoft SQL ServerTM 7.0

	MSP
	110.5 MB
	Microsoft Proxy Server 2.0

	ExchSrvr
	133.9 MB
	Microsoft Exchange Server 5.5

	FaxStore
	可変
	受信した FAX を格納するフォルダ

	ClientApps
	700 MB (Outlook® 2000 のみ) 1,320 MB (Office 2000 Professional すべて)
	クライアント アプリケーションのインストール先

	Company Shared Folders
	可変
	パブリック ドキュメント用の共有フォルダ。デフォルトでは、すべてのユーザーにこのフォルダへのフル アクセス権が与えられます。

	Users Shared Folders
	可変
	デフォルトでは、すべてのユーザーに自分自身のフォルダに対するフル アクセス権が与えられ、その他のフォルダに対する読み取り専用のアクセス権が与えられます。

	SQL データ フォルダ
	可変
	デフォルトでは、\MSSQL7 に配置されます。


セットアップ後に、管理コンソールの [共有フォルダの管理] ページを使用して Company Shared Folders を別のドライブに移動できます。FaxStore、Users、および ClientApps の各共有ファイルも、セットアップ後にオンライン ガイドの「共有フォルダを移動する」を参照して、別のドライブに移動できます。これらのフォルダのいずれかを別のドライブに移動する場合、既存の権限を保持したり、新しい権限を設定できるようにするためには、ドライブが NTFS (Windows NT File System) でフォーマットされている必要があります。
表 3 : セットアップ後にシステム ドライブから移動可能なファイルとフォルダ
	ファイルまたはフォルダ
	サイズ
	備考

	システム ページファイル
	可変
	メモリ ダンプを作成するには、システム ドライブのページファイルが物理メモリと同じ大きさであることが必要です。

	Proxy キャッシュ
	100 MB (デフォルト)
	Proxy キャッシュは、NTFS でフォーマットされたドライブになければなりません。

	Temp ディレクトリ
	可変
	このフォルダは、システムや多数のアプリケーションによってファイルの一時的な格納場所として使用されます。


すべてのアプリケーション フォルダのデフォルトの格納場所と権限、またデフォルトのシステム設定値は、『Small Business Server 4.5 ファースト ステップ ガイド』の付録 B を参照してください。
ディスク サイズに関するその他の注意事項

· インストール時に Small Business Server のシステム ドライブを作成する場合、 4 GB より大きなドライブを作成したり、またはディスク ドライブの先頭から物理的に 4 GB を超えることはできません。これは、Small Business Server がドライブを最初に FAT (file allocation table) ファイル システムにフォーマットしてから、NTFS に変換するためです。FAT ファイル システムは、ドライブ容量が 4 GB に制限されています。
ブート ドライブの制限の詳細については、http://support.microsoft.com/support/kb/articles/q119/4/97.asp を参照してください。
· Small Business Server を 既存の NTFS ドライブにインストールする場合は、システム ドライブを 7.8 GB とすることが可能です。これよりも大きなドライブは、起動時にコンピュータの BIOS によって認識されません。
この制限の詳細については、http://support.microsoft.com/support/kb/articles/q119/4/97.asp を参照してください。
· その他すべてのドライブは、NTFS でフォーマットされていれば 16 EB (16×1018) とすることができます。
· セカンド ハード ディスクがある場合は、パフォーマンスを高めるためにシステム ページファイルをそのディスクに移動することを検討してください。セカンド ハード ディスクがブート ドライブと異なるハード ドライブ コントローラにあれば、パフォーマンスはさらに向上します。
· Small Business Server を既存のフォーマット済みディスクにインストールする場合、そのディスクを FAT でフォーマットするか、NFTS で再フォーマットするか、または再フォーマットしないかを確認する画面が表示されます。既に NTFS でフォーマットされている場合でも、NTFS での再フォーマットを選択してください。
· テキスト モードのセットアップ時にフォーマットできるのは、Small Business Server のインストール先のドライブのみです。セットアップ時に追加パーティションを作成できますが、フォーマットはセットアップが完了した後に行う必要があります。
· ディスク アドミニストレータを利用すると、新しいドライブを作成したり、フォーマットすることができます。ディスク アドミニストレータを起動するには、[スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[管理ツール] をポイントし、[ディスク アドミニストレータ] をクリックします。セットアップによって Windows NT をインストールしてから、Small Business Server セットアップ ウィザードに進む前にディスク アドミニストレータを実行すると、表 2 のフォルダやアプリケーションを新しいドライブにインストールできます。
セットアップ ブート ディスクの作成 (必要な場合のみ)

Small Business Server パッケージには、CD-ROM のほかに、3 枚のセットアップ ブート フロッピー ディスクが含まれています。
メモ : Windows NT Server に付属のセットアップ ディスクを、Small Business Server 4.5 をインストールするときに使用することはできません。Small Business Server に付属のディスクを使用するか、または次に説明するように Small Business Server の CD-ROM を使用してセットアップ ディスクを作成する必要があります。また、Windows NT Server をインストールする際に、Small Business Server のセットアップ ディスクを使用しないでください。

ディスクを紛失したり、破損したりして、ディスクを再度作成しなければならなくなった場合は、インストールを開始する前に、稼動しているコンピュータ上で次の手順を実行します。
1. 3 枚の新しいフロッピー ディスクをフォーマットします。
2. コマンド プロンプトを起動します。
3. Small Business Server 4.5 CD #1 の\Support\winnt32\i386に移動します。
4. /ox スイッチを使用してセットアップ プログラムを実行します。/ox スイッチを使用すると、コンピュータに Small Business Server をインストールせずにセットアップ ブート ディスクが作成されます。ただし、セットアップ ブート ディスクは反対の順序で作成されます。最初にディスク 3 が作成され、次にディスク 2、ディスク 1 が作成されます。フロッピー ディスクのラベルを正しく貼り付けてください。
例 : Microsoft® MS-DOS®、Microsoft® Windows® 3.x または Windows 95/98 オペレーティング システムが実行されているコンピュータの場合は、Winnt.exe /ox を実行します。

Windows NT ベースのコンピュータの場合は、Winnt32.exe /ox を実行します。

手順 2 : Windows NT オペレーティング システムのインストール

セットアップ手順の概要については、『Small Business Server 4.5 ファースト ステップ ガイド』の第 3 章を参照してください。セットアップ時に発生する可能性のある問題については、第 11 章を参照してください。
表 4 : テキスト モード セットアップの概要

	コンポーネント
	要件

	所要時間
	約 15 ～ 30 分

	ユーザー操作
	フロッピー ディスクを入れ替えて、情報を入力します

	再起動の回数
	2 回 (セットアップ ファイルがハード ディスクにコピーされた後と、ディスクが NTFS に変換された後)


Small Business Server をインストールする場合は、製品に付属の 3 枚のセットアップ ブート ディスクを使用することが大切です。これは、これらのディスクに Small Business Server に必要な構成の設定が格納されているからです。Windows NT Server 4.0 に付属のセットアップ ディスクは使用しないでください。表 5 に、こうした構成の設定が格納されている応答ファイルを 2 つ示します。
表 5 : 構成設定の格納場所
	ファイル
	場所
	機能

	Txtsetup.sif
	Disk 1
	テキスト モード セットアップの設定

	WinNT.sif
	Disk 2
	Windows NT 4.0 の無人インストールの設定


Txtsetup.sif の詳細については、http://support.microsoft.com/support/kb/articles/q155/1/97.asp を参照してください。

WinNT.sif の詳細については、http://support.microsoft.com/support/kb/articles/q216/5/86.asp を参照してください。

1 回目の再起動時に、次のエラー メッセージが表示される場合があります。
STOP: 0x0000007b Inaccessible_Boot_device
サーバーの SCSI コントローラがインストール時に提供されるドライバのいずれかで機能しなかったり、そのほかの理由で SCSI コントローラを検出できない場合、そのコントローラに接続された SCSI ハード ディスク ドライブまたは CD-ROM ドライブが検出されず、セットアップ処理を続行できません。コントローラまたはコンピュータに付属のディスクで適切なドライバが提供されている場合もあります。提供されていない場合は、メーカーに連絡して入手してください。
正しい SCSI コントローラ ドライバをインストールするためには、http://support.microsoft.com/support/kb/articles/q177/2/05.asp の指示に従って操作してください。

表 6 : GUI モード セットアップの概要

	コンポーネント
	要件

	所要時間
	約 15 ～ 30 分

	ユーザー操作
	最初に情報を入力します。

	再起動の回数
	1 回 (処理が完了した後)


名前の収集

セットアップ プログラムでは、実行前に次の情報を入力する必要があります。
· 製品がライセンスされる人物の名前。これは、ユーザー自身の記録のためです。
· サーバーをインストールする会社。この名前を使用して、次の 2 つのフィールドのデフォルトの入力値が作成されます。
· コンピュータ名。
· ドメイン名。これは Windows NT ドメインの名前であり、登録済みのインターネット ドメイン名とは異なる場合があります。
メモ : セットアップが完了したら、最初から再インストールしない限り、コンピュータ名とドメイン名を変更することはできません。Small Business Server コンポーネントの多くは、ドメイン名とコンピュータ名を基にして名前が付けられています。そのため、それらへの参照をすべて手動で置き換えることは不可能であり、サポートされていません。
ネットワーク コンポーネントのインストール
セットアップでは、システムのネットワーク インターフェイス カード (NIC) が検出されます。Small Business Server の CD-ROM に NIC に対応したドライバが見つからなかった場合、適切な NIC ドライバがインストールされるまで Microsoft Loopback Adapter がプレースホルダとしてインストールされ、エラー メッセージが表示されます。このエラー メッセージを閉じなければ、セットアップを継続できません。ドライバは、後から Small Business Server セットアップ ウィザードの実行中に変更できます。
システムに装備されているモデムに対応したドライバが Small Business Server の CD-ROM にない場合、"未検出のモデム" として認識され、汎用ドライバによってインストールされます。Small Business Server セットアップ ウィザードの実行時に、モデムのメーカーから提供されている適切なドライバをインストールできます。
手順 3 : アプリケーションのセットアップ

表 7 : Small Business Server セットアップ ウィザードの概要

	コンポーネント
	要件

	所要時間
	アプリケーションのセットアップに 30 ～ 45 分、クライアント アプリケーションのソース ファイルのコピーに 1 ～ 2 時間。

	ユーザー操作
	アプリケーションのセットアップ前にハードウェアを構成し、アプリケーションのセットアップとファイルのコピー時に CD-ROM を入れ替えます。

	再起動の回数
	最低 3 回 (Service Pack 4 のインストール後、Microsoft Internet Explorer 5 のインストール後、およびセットアップの完了時)。特定のデバイス ドライバを変更したり、ネットワーク サービスを追加したり、新しいデバイスをインストールした場合は、さらに再起動する必要があります。


Small Business Server セットアップ ウィザードでは、Small Business Server のサーバー ベースのアプリケーションがインストールされます。各アプリケーションの構成の設定値は、Small Business Server 環境に最適化されます。ウィザードでは、次の処理が行われます。
1. 使用許諾契約書 (EULA/End-User License Agreement) を表示します。
2. ハードウェアの設定値を確認します。
3. アプリケーションの構成に必要な情報を入力するための画面を表示します。
4. Windows NT 4.0 Service Pack 4 を適用します。
5. Small Business Server のサーバー ベースのアプリケーションをインストールします。
6. クライアント アプリケーションのソース ファイルを共有インストール先にコピーします。
7. Office Professional 2000 パッケージが付属しているSmall Business Server を使用する場合は、Microsoft Outlook 2000 メッセージング/コラボレーション クライアントまたは Office 2000 Professional を共有インストール先にインストールします。
8. Windows NT 4.0 Service Pack 4 を再度適用します。
ハードウェア確認ステージ : モデム

Small Business Server セットアップ ウィザードでは、検出されたモデムのリストが表示されます。リストの各モデムの左側のアイコンは、モデムの検出ステータスを表しています。
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表 8 : モデム確認時のアイコンの意味
	アイコン
	意味

	電話アイコン
	ウィザードで、モデムが正しく識別されました。

	感嘆符アイコン
	モデムは検出されましたが、正しいドライバが使用されているかどうかは確認できませんでした。モデムのメーカーから提供されているドライバを使用していれば、ドライバはおそらく適切なので、処理を続行できます。

	赤色の X アイコン
	モデムが正しく検出されませんでした。[変更] をクリックしてモデムを削除し、適切なドライバを使用して再インストールしてください。


セットアップでは、モデムの Unimodem ID を問い合わせて、それをドライバの Unimodem ID と比較します。モデム メーカーの中には、モデムのファームウェアを頻繁に更新し、.inf ファイルの Unimodem ID と更新されたファームウェアの同期を取らないところがあります。しかし、その .inf ファイルを更新されたファームウェアで利用できる場合もあります。これが、セットアップでモデムが検出できるのに、そのモデムが使用しているドライバが正しいことを確認できない場合の最大の原因です。わからない点があれば、モデムのメーカーに問い合わせてください。
モデムをインストールするときは、適切なドライバを使用することが大切です。
FAX サーバー、RAS、モデム共有など、モデムを使用するサービスは、ドライバの構成に大きく依存しています。使用しているドライバが正しくないと、それらのサービスが失敗したり、一貫した動作が得られない場合があります。
メモ : モデムを更新する場合は、RAS を再構成することも大切です。RAS サービスが元の設定値によって構成されていると、正しく機能しない可能性があります。コントロール パネルを使用してモデムのいずれかを変更する場合は、RAS からもそのモデムを削除する必要があります。
このウィザード ページのモデムのリストは、再起動するまで更新されません。再起動すると、正しいドライバのリストが表示されます。
ハードウェア確認ステージ : アダプタ

2 番目の [ハードウェアの確認] 画面には、ネットワーク アダプタ、ビデオ アダプタ、およびディスク コントローラのリストが表示されます。
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[変更] をクリックすると、コントロール パネルが表示されます。ここでは、次のコンポーネントを追加、削除、または変更できます。
· ビデオ アダプタ
· ネットワーク インターフェイス カード

· ネットワーク サービスおよびプロトコル
· マルチポート シリアル アダプタ

· SCSI コントローラ
· テープ バックアップ システムのコントローラ
この時点でサーバーを再起動できます。再起動すると、セットアップが続行されます。
適切なビデオ アダプタ ドライバのインストール

1. コントロール パネルの [画面] アイコンをダブルクリックして開きます。
2. [ディスプレイの設定] タブをクリックし、[ディスプレイの種類] をクリックします。
3. [アダプタの種類] の [変更] をクリックします。
4. ディスクに正しいドライバがある場合は、[ディスク使用] をクリックして、ディスクのドライバ セットアップ ファイルを参照します。
5. リストからビデオ アダプタの種類を選択して、[OK] をクリックします。
新しい設定値は、システムが再起動されるまで適用されません。[画面] ダイアログ ボックスを閉じると、再起動するように指示されます。再起動後に、画面の解像度、カラー パレット、およびリフレッシュ レートが設定されます。Small Business Server の最小設定値は、解像度が 800×600、カラー パレットが 16 色です。最大設定値は、使用するモニタおよびビデオ ドライバによって決まります。ただし、ここでは使用するモニタでサポートされている設定値に設定することをお勧めします。
適切なネットワーク インターフェイス カード ドライバのインストール

1. コントロール パネルの [ネットワーク] アイコンをダブル クリックして開きます。
2. [アダプタ] タブをクリックします。NIC が正しく検出されなかった場合、リストには Microsoft Loopback アダプタのみが表示されます。
3. [追加] をクリックします。
4. ディスクに正しいドライバがある場合は、[ディスク使用] をクリックして、ディスクのドライバ セットアップ ファイルを参照します。
5. リストから NIC の種類を選択して、[OK] をクリックします。
6. ドライバがインストールされたら、Microsoft Loopback アダプタを削除します。
7. [バインド] タブをクリックすれば、バインド情報を再計算できます。
8. [バインドの表示] ボックスで、[すべてのプロトコル] をクリックします。
9. ウィンドウに表示されたプロトコルごとにノードを拡大して、NIC や NDIS WAN ラッパーを表示します。NIC は、リストの先頭に表示されます。表示されない場合は、その NIC を選択して [上へ] をクリックし、リストの先頭に移動します。

10. [バインドの表示] ボックスで、[すべてのサービス] をクリックします。
11. [サーバー] アイテムと [ワークステーション] アイテムを展開して、NIC と NDIS WAN ラッパーを表示します。NIC がリストの先頭にあることを確認します。
12. [プロトコル] タブをクリックします。バインド情報を保存するかどうかを確認する画面が表示されるので、[はい] をクリックします。
13. TCP/IP プロトコルを選択して、[プロパティ] をクリックします。
14. [IP アドレス] タブをクリックし、ドロップダウン メニューで正しいアダプタが選択されていることを確認します。
15. アダプタの IP アドレスに 10.0.0.2 を、サブネット マスクに 255.255.255.0 を設定します。デフォルトのゲートウェイは設定しません。
16. [WINS アドレス] タブをクリックし、プライマリ WINS サーバーとセカンダリ WINS サーバーのアドレスに 10.0.0.2 を設定します。両方の WINS 設定値が正しくないと、ダイヤルイン クライアントからの参照ができないことがあります。
17. [OK] をクリックし、[ネットワーク] ダイアログ ボックスに戻ります。
18. [OK] をクリックし、[ネットワーク] ダイアログ ボックスを閉じます。システムが新しい設定値で再起動されます。
追加サービスとアダプタのインストール

メモ :

· Services for Macintosh または Gateway Services for NetWare などのネットワーク サービスが必要な場合は、コントロール パネルの [ネットワーク] アイコンをダブルクリックし、[サービス] タブをクリックして追加します。セットアップのこの時点でサービスを追加すれば、セットアップの完了後に再起動する必要はありません。これらのサービスはセットアップの後でも追加できますが、Service Pack 4 を再適用して、再起動する必要があります。
· マルチポート シリアル アダプタのドライバは [アダプタ] タブを使用して追加できますが、コンピュータを再起動した後でなければ構成できません。

テープ バックアップ システムのインストール

テープ ドライブが IDE コントローラを備えている場合は、コントロール パネルの [テープ デバイス] に表示されます。テープ ドライブが SCSI コントローラを備えている場合は、[SCSI アダプタ] に表示されます。いずれにも表示されない場合は、メーカーのマニュアルを調べて、コントローラの正しいインストール手順を調べます。
ハード ディスクからいくつかのファイルをバックアップし、テープ バックアップ システムが正しく機能することを確認します。バックアップが有効であることを確認するには、これらのファイルの中のいくつかを選択して、一時ディレクトリに復元してみます。ファイルが復元され、開くことができれば、バックアップは成功しています。
データおよびアプリケーションの追加ドライブの作成

アプリケーションを別のドライブにインストールする場合は、ディスク アドミニストレータを起動し、そのドライブが作成およびフォーマットされていることを確認します。ブート ドライブに変更を加える場合を除き、Small Business Server セットアップ ウィザードを終了したり、システムを再起動したりする必要はありません。
DMA チェックの実行

IDE ドライブを備えたコンピュータの中には、ダイレクト メモリ アクセス (DMA) を使用してパフォーマンスを向上させているものもあります。DMA はデフォルトではサポートされていませんが、Small Business Server 4.5 CD #1 に収録されているユーティリティを使用して DMA サポートを有効にすることができます。このユーティリティは DMACheck.exe と言い、CD #1 の \Support\Utils\I386 フォルダに収録されています。各 DMA チャネルの現在の使用状況は、検出状態と共にリストに表示されます。コントローラで DMA を使用できる場合、DMA 検出を有効にすると、DMA によるパフォーマンスの向上を Small Business Server で確認できるようになります。
Small Business Server セットアップ ウィザードで開始時に必要な情報の入力

表 9 に、Small Business Server セットアップ ウィザードの開始時に必要な情報を示します。
表 9 : Small Business Server セットアップ ウィザードで必要な情報
	必要な情報
	目的

	ビジネス アドレス
	新しいユーザーを作成するときに、グローバル アドレス一覧のデフォルトの情報として使用されます。

	管理者パスワード
	再起動するたびに、サーバーが自動ログオンできるようにします。

	10 桁の CD キー
	Small Business Server コンポーネントのインストールを実行するときに使用されます。

	25 桁の CD キー
	パッケージに応じて、Outlook または Office 2000 Professional の管理インストールを実行するときに使用されます。

	インストールの種類
	セットアップで [すべてインストール] と [カスタム インストール] のどちらを実行するか決めます。

	電話と FAX の情報
	電話や FAX サーバーが機能するために必要です。


	SQL Server の構成
	SQL Server にデフォルト値とは異なる構成が必要な場合は、ここでそれらを指定します。

	インストールするコンポーネント
	インストールしたいコンポーネントを選択したり、いくつかのアプリケーションを別のドライブに移動したりします。


	データ フォルダの場所
	フォルダを別のドライブに移動する場合、ここでその場所を指定します。
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デフォルトのフォルダの位置を変更すると、フォルダ名が新しい場所に追加されます。たとえば、FaxStore フォルダの場所を D:\Faxes に変更すると、D:\Faxes\FaxStore というパスが作成されます。

サーバー ベースのアプリケーションのインストール

ウィザードに必要な情報がすべて揃うと、アプリケーションのインストールが始まります。この時点で、ユーザーは CD-ROM を入れ替える以外には何もする必要はありません。表 10 に、[すべてインストール] を選択した場合にインストールされるコンポーネント、コンポーネントのインストール順序、およびコンポーネントが収録されている CD-ROM を示します。
表 10 : Small Business Server 4.5 のコンポーネント (インストール順)
	CD-ROM
	インストールされるアプリケーション

	1
	Windows NT 4.0 Service Pack 4

Internet Explorer 5

	2

	Microsoft 管理コンソール

Microsoft SQL Server 7.0

Windows NT 4.0 Option Pack

Microsoft Proxy Server 2.0b

Microsoft FAX サーバー 4.5

Microsoft モデム共有サービス 4.5

	3
	Microsoft Exchange Server 5.5

Service Pack 2 for Exchange Server 5.5

Small Business Server アドミニストレータ

クライアント アプリケーション : Windows NT 4.0 Service Pack 4

Fax クライアント 

モデム共有クライアント 

	4 (Office 以外)
	Internet Explorer 5 および Outlook 2000 の管理インストール

	4 (Office Professional)
	Internet Explorer 5 および Office 2000 の管理インストール (Outlook 2000、Microsoft Word 2000、Microsoft Excel 2000、Microsoft PowerPoint® 2000、Microsoft Access 2000)

	5 (Office Professional)
	Office 2000 追加コンポーネントの管理インストール (Microsoft Publisher 2000、Microsoft PhotoDrawTM 2000、Small Business Tools パッケージ)★未確認★


手順 4 : セットアップ後の作業

概要

Small Business Server のセットアップが正常に終了すると、最初に必要な作業が [作業の一覧] に表示されます。これらの作業は次のとおりです。
· プリンタの追加
· ユーザーの作成またはインポート
· インターネット サービス プロバイダ (ISP) への接続
· クライアント ライセンスの追加
· FAX サービスの構成
これらについては、『Small Business Server 4.5 ファースト ステップ ガイド』の第 4 章でも説明しています。
プリンタのセットアップ

プリンタは、パラレル ケーブルを介してサーバーの LPT ポートに接続するか、またはネットワークを介して接続します。プリンタの追加ウィザードでは、いずれかの接続方法に対応する印刷キューをセットアップできます。プリンタの追加ウィザードでは、次の手順を実行します。
1. 印刷デバイスに接続するポートを指定します。

2. プリンタのタイプを指定します。プリンタがリストに表示されておらず、メーカーから提供されているプリンタ ドライバがある場合は、[ディスク使用] をクリックして、フロッピー ディスクまたは CD-ROM 上のドライバを参照します。
3. プリンタの共有名を指定します。

4. 追加ドライバを選択します。
Windows NT ベースのワークステーションでは、Small Business Server で使用しているものと同じドライバを使用できます。Windows NT ベースのワークステーションでプリンタをインストールしようとすると、ドライバはサーバーからダウンロードされます。Windows 95 ベースのクライアントと Windows 98 ベースのクライアントでは異なるドライバを使用するので、Windows NT ベースのワークステーションとは別にドライバを追加する必要があります。プリンタ ドライバが既にディスクの .cab ファイルから拡張されているか、またはネットワークからアクセスできる場合は、それらをサーバーにコピーして新しいクライアントにダウンロードすることができます。それ以外の場合は、Windows 95 ベースのクライアントと Windows 98 ベースのクライアントごとにプリンタ ドライバを手動でインストールする必要があります。
ユーザーの作成 : その 1 – ユーザー アカウント ウィザード

ユーザー アカウント ウィザードは、新しいユーザーを作成してネットワークにアカウントを設定するための 3 つのウィザードの中で、最初に呼び出されます。表 11 に、新しいユーザー アカウントを作成するときに必要な情報を示します。
表 11 : ユーザー アカウント ウィザードで必要な情報

	必要な情報
	Small Business Server での用途

	フル ネーム
	コンソールでの表示や電子メールのヘッダーに使用されます。

	ユーザー アカウント名
	ネットワークやメールボックスにアクセスするときに使用されます。個人共有フォルダやログオン スクリプトを作成するときにも使用されます。

	パスワード
	システムによってランダムに作成するか、または管理者が割り当てます。文字数は、2 ～ 14 文字です。

	住所および電話番号の情報
	Exchange Server の グローバル アドレス一覧に表示されます。

	電子メール配布リストのメンバーシップ情報
	ユーザーがメンバとなる Exchange Server の電子メール配布リストを指定します


すべての情報を入力すると、ユーザーのログオン アカウント、Exchange メールボックス、および共有フォルダが作成されます。
ユーザーの作成 : その 2 - ユーザーのアクセス権の設定

ユーザー アカウント ウィザードが終了してユーザー アカウントが作成されると、ユーザー アクセス ウィザードが起動します。最初にアカウントが作成された時点では、その他のユーザーの共有フォルダへのアクセス、インターネットへの接続、またはモデムによるコンピュータへのダイヤルアップのための権限が設定されていません。
ユーザー アクセス ウィザードでは、次のアクセス権を設定できます。

· 共有フォルダへのアクセスのレベル
· 共有プリンタへのアクセス権
· 共有 FAX キューへ FAX を送信する権限
· インターネットへのアクセス権
· モデムを使用してサーバーにダイヤルアップ接続する権限
· サーバーおよびその資源へのフル アクセス
デフォルトでは、プリンタや FAX プリンタを追加すると、Everyone に対するアクセス権が設定されます。しかし、いったんウィザードによってあるユーザーのプリンタへのアクセス権を拒否したら、新しいユーザーにはウィザードによってプリンタへのアクセス権を許可する必要があります。そのようにしないと、ユーザーがプリンタまたは FAX プリンタにアクセスできなくなります。
同じように、すべての共有フォルダのデフォルトのアクセス権はフル コントロールです。ただし、ユーザーごとに作成される個人用フォルダは例外です。これらのフォルダには、作成されるとすぐにアクセス制御リストが設定されます。
ユーザーがフォルダへのアクセスを拒否されたり、読み取り専用のアクセスを与えられると、フォルダにアクセス制御リストが設定されます。このリストに掲載されていないユーザーは、共有フォルダにアクセスできなくなります。
デフォルトでは、インターネットへのアクセス権を持つユーザーはいません。ユーザーがインターネットにアクセスできるようにするためには、ユーザー アクセス ウィザードまたはインターネット サービス マネージャの Web Proxy プロパティを使用してアクセス権を許可する必要があります。
同じように、ユーザー アクセス ウィザードによってモデムを使用したサーバー コンピュータへのアクセスを許可しない限り、ユーザー アカウントにダイヤルアップ接続のアクセス権は許可されません。

ユーザーに管理者権限を許可すると、サーバーにローカルにログオンできるようになります。ユーザーは、資源の所有権を取得したり、ソフトウェアをサーバーに追加または削除したり、Small Business Server 管理コンソールを使用してネットワークを管理できるようになります。
ユーザーの作成 : その 3 - クライアント コンピュータのセットアップ

3 番目に起動するウィザードは、コンピュータのセットアップ ウィザードです。このウィザードでは、各ユーザーに対して特定のクライアント コンピュータのセットアップをカスタマイズできます。次の情報を入力するための画面が表示されます。
· クライアント コンピュータのセットアップの対象となる特定のユーザー アカウント。
· クライアント コンピュータの NetBIOS 名。
 

· コンピュータのオペレーティング システム。現在サポートされている 2 つのオペレーティング システムは、Windows NT Workstation 4.0 と Windows 95/98 です。
 

· コンピュータにインストールするクライアント アプリケーション。
ウィザードでは、クライアント コンピュータのセットアップ ディスク、ユーザー アカウントのログオン スクリプト、クライアント コンピュータの応答フォルダが作成されます。セットアップ ディスクをクライアント コンピュータに挿入し、ディスク上の Setup.exe を実行してクライアント コンピュータをセットアップします。
クライアント セットアップの詳細については、http://www.microsoft.com/japan/backoffice/sbs/ にあるホワイト ペーパー「クライアント セットアップ」を参照してください。

セットアップ ディスクは、クライアント コンピュータが Small Business Server ドメインに参加できるようにネットワーク設定を構成します。セットアップ ディスクの機能の詳細については、http://www.asia.microsoft.com/mscorp/worldwide/japan/support/kb/articles/j049/4/33.htmを参照してください。

ネットワーク設定が構成されると、コンピュータが再起動します。次にユーザーがドメインにログオンしたときは、ウィザードによって作成されたログオン スクリプトによってセットアップ プログラムが呼び出され、必要なパラメータが渡されます。このスクリプトは、%Systemdrive%\Winnt.SBS\System32\Repl\Import\Scripts\SmallBusiness\ <user’s alias.bat> に格納されています。

セットアップ ユーティリティの Startcli.exe は、そのコンピュータの応答フォルダに格納されています。このフォルダには、セットアップ ユーティリティを実行するときに必要な各クライアント アプリケーションの構成ファイルが格納されています。このフォルダの格納場所は、%Systemdrive%\SmallBusiness\\Clients\setup\I386および%Systemdrive%\SmallBusiness\\Clients\setup\Win95 です。

インストール可能なデフォルトのクライアント アプリケーションは、次のとおりです。
· Internet Explorer 5

· Microsoft Fax クライアント

· Microsoft モデム共有クライアント
· Winsock Proxy 2.0 クライアント
· Outlook 2000 電子メール クライアント
Small Business Server に Office 2000 Professional のライセンスが供与されている場合は、Office 2000 Professional の各コンポーネントも選択できます。
メモ : Office コンポーネントをインストールするように選択した場合は、必ず Internet Explorer 5 がインストールされます。

ISP への接続

Small Business Server のインターネット接続ウィザードでは、インターネット アクセスの構成方法として 2 つのオプションが用意されています。
· [インターネットへの接続] - Small Business Server コンピュータをインターネットに接続するために、新規または既存のインターネット アカウントを使用します。
· [新しいインターネット アカウント用の ISP の選択] - ユーザーの最寄りの ISP のうち、Small Business Server をサポートしていると、Microsoft に登録されている ISP のリストが提供されます。ただし、これらの ISP は、Small Business Serverをサポートしている ISP の一部にすぎません。ウィザードでは、ISP にオンライン サインアップしてインターネットアカウントを取得することができます。
ISP によるアカウントを持っておらず、参照サーバーのリストに掲載されていない ISP にサインアップしたいときは、ISP に直接連絡してアカウントをセットアップします。
その後、[インターネットへの接続] オプションを選択して、アカウント情報を入力します。
既存の ISP アカウントを使用するように選択した場合は、ISP にダイヤルアップするための電話帳エントリをセットアップし、Exchange Server のインターネット設定を選択して、接続に対してファイヤウォール セキュリティを有効にします。
インターネットへの接続の詳細については、http://www.microsoft.com/japan/backoffice/sbs/ の ホワイト ペーパー「インターネット接続ウィザード」を参照してください。

クライアント ライセンスの追加

サーバーに接続されたクライアント ワークステーションごとにクライアント ライセンスが必要です。サーバー上でライセンス数を増やす必要がある場合は、Microsoft BackOffice Small Business Server 追加クライアント パックを購入してください。管理コンソールの [作業の一覧] ページで [クライアント ライセンスの追加] というリンクをクリックすると、Microsoft BackOffice Small Business Server 追加クライアント パックとその適用方法について説明するヘルプ画面が表示されます。
Small Business Server 追加クライアント パックは、バージョン 4.5 に更新されました。バージョン 4.5 用の追加クライアント パックを使用して、Small Business Server 4.0 が実行されているシステムにライセンスを追加することも可能です。しかし、Small Business Server 4.0 の追加クライアント パックを使用して、Small Business Server 4.5 にライセンスを追加することはできません。Small Business Server 4.5 の追加クライアント パックには、5 クライアント アクセス ライセンス (CAL) 付きと 20 クライアント アクセス ライセンス付きの 2 種類があります。Small Business Server 4.5 には最大で 50 個の CAL を追加できます。

バージョン 4.0 では、Small Business Server を再インストールする際に、追加クライアント パックを元の順序で再度適用しなければなりませんでしたが、Small Business Server 4.5 ではその必要がなくなりました。サーバー上の CAL の数は、CAL が追加された後にディスクに書き込まれるようになりました。
たとえば、Small Business Server 4.5 を 5 CAL で再インストールし、以前に 30 から 35 に CAL を増やすときに使用していた 5 CAL の追加クライアント パックを適用すると、サーバー上の CAL の数は元の 35 に戻ります。
追加クライアント パックは、Small Business Server ベースの 1 台のサーバーでのみ使用できます。また、前の例のように、Small Business Server ベースのサーバーを再インストールした後に元の CAL 数に復元する場合に限り、Client Add Pack を再利用できます。
FAX サーバーの構成
[作業の一覧] ページで [FAX サーバーの構成] をクリックすると、FAX サービスに関するヘルプが表示されます。このヘルプにある [FAX サーバー] リンクをクリックすると、コントロール パネルの [FAX サーバー] が起動します。FAX サーバーのデフォルトの設定では、検出されたすべての FAX モデムが送信用に構成されていますが、受信用には構成されていません。また、すべてのモデムが "FAX" という名前のキューの下にプールされるようになっています。
1. [受信] タブをクリックし、FAX を受信するモデムを選択します。
2. [送信] タブをクリックし、FAX を送信するモデムを選択します。同じ FAX プリンタ キューには、同じモデムだけを含めるようにします。異なる種類のモデムがインストールされている場合は、[FAX プリンタを追加] ボタンをクリックして新しいキューを作成し、それぞれの種類のモデムを独自のキューに割り当てます。
ほかにも、送信時のモデムの優先順位、受信した FAX のルーティング、送付状、および市外局番などの設定値を変更できます。設定値の中には、FAX サーバーを停止して再起動しなければ有効にならないものもあります。
Small Business Server FAX サーバーの詳細については、http://www.microsoft.com/japan/backoffice/sbs/ のホワイト ペーパー「Fax Service Troubleshooting」を参照してください。

システム修復ディスクの更新

システム修復ディスク (ERD) は、システムのファイルまたは構成のいずれかに障害が発生した場合に、それらを再構築するために使用できます。一般的な障害の原因としては、ハード ディスクに不良のセクタがある、アプリケーションが旧バージョンでシステム ファイルを上書きした、レジストリ エントリが破損している、などといったことが挙げられます。また、突然の電力不足により、重要なデータをハード ディスクに書き込む前にシステムがシャットダウンした場合にも、問題が発生することがあります。
ERD を作成するときに使用するユーティリティは、Rdisk.exe です。Rdisk コマンドは、コマンド プロンプトまたは Windows エクスプローラから実行でき、ERD を作成したり、ハード ディスク上の既存の修正情報を更新することができます。修正情報は、C:\Winnt.SBS\Repair フォルダに格納されています。この情報が 1.44 MB よりも大きい場合は ERD を作成できませんが、Repair ディレクトリから同じ情報を直接使用してシステムを復元できます。
詳細については、http://support.microsoft.com/support/kb/articles/q103/2/80.asp (英語)の "Using an Emergency Repair Disk Created by Windows NT" を参照してください。

システム修復処理では、ブート情報、特定のシステム ファイル、およびレジストリのみが復元されます。完全フル バックアップの代わりにはなりません。ファイルやレジストリ エントリが損傷したアプリケーションを、システム修復処理で完全に修復することはできません。また、どんな修復処理でも、システムは修復情報が更新されたときの状態に復元されます。レジストリの Security ハイブと SAM ハイブを置き換えると、最後に更新してから作成したユーザー アカウントがなくなります。Security ハイブと SAM ハイブが最新の状態であることがわかっている場合を除いて、これらのハイブは置き換えない方がよいでしょう。
フル バックアップの作成と確認

ハード ディスクの喪失や重要なシステム ファイルの削除などによって致命的な障害が発生した場合は、完全フル バックアップによってサーバーを正常な状態に復元するのが最も確実です。Small Business Server とビジネス アプリケーションをインストールして、すべてのユーザー アカウントを作成したら、ハード ディスクのフル バックアップを作成します。このバックアップを使用すれば、システムを元の状態に復元できます。日、月、週単位でバックアップを定期的に作成しておけば、データをすばやく復元できます。
Small Business Server 4.0 から Small Business Server 4.5 へのアップグレード

概要

Microsoft BackOffice Small Business Server のアップグレードでは、オペレーティング システム ファイルを再インストールする必要がないので、あまり時間がかかりません。アップグレード処理では、まず Windows NT Service Pack 4 とサーバー アプリケーションがインストールされます。Small Business Server セットアップ ウィザードでは、最初からバージョン 4.5 をインストールする場合と同じ処理が行われますが、次のような違いがあります。
· 新規インストールでは残らないような、Small Business Server 4.0 のファイルやディレクトリの一部がシステムに残ります。
· インストールされているコンポーネントの場所を変更するためのプロンプトが表示されません。コンポーネントは、その時点で格納されている場所でアップグレードされます。FaxStore、ClientApps、および Users Shared Folders は、アップグレード後に移動できます。移動するには、オンライン ガイドの「共有フォルダを管理する」という項目の「共有フォルダを移動する」というトピックを開きます。Company Shared Folder は、管理コンソールの [共有フォルダの管理] ページで移動できます。SQL Server、Exchange Server、Proxy Server、およびその他のアプリケーションは、いったんアンインストールして別の場所に再インストールしない限り、移動できません。
アップグレード前の処理

システムのバックアップ

サーバーで何らかの変更を行う前に、完全フル バックアップを作成します。いくつかのファイルをテープからディスクに復元して、バックアップの整合性を確認します。このようにすると、必要な場合にシステムを元の状態に復元できるようになります。
システム要件の確認

Small Business Server 4.5 の必要最小限の要件を満たすために、RAM、ハード ディスク、モデム、またはその他のコンポーネントをシステムに追加しなければならない場合があります。また、必要最小限の要件を上回るコンポーネントを追加すれば、システムのパフォーマンスが向上します。コンポーネントを追加して、それらが正しくインストールされていることを確認してから、アップグレードを実行します。
Chkdsk.exe /F /R の実行

アップグレードの前に、ハード ディスクに物理的な損傷またはその他のエラーが生じていないかを必ず調べます。NTFS では、不良になったセクタが検出されても不良のクラスタから情報が復元されますが、ユーザーは常にハード ディスクが良好な状態であるかを確認する必要があります。
· Chkdsk.exe - ディスクをチェックし、ステータス レポートを表示します。
· /F - ディスクのエラーを修正します。
· /R - 不良セクタを検索し、読み取り可能な情報を復元します (/F の処理が含まれます)。
システム修復ディスクの情報の更新

場合によっては、ERD を使用してシステムを修正できることがあります。ERD の有効性は、修復情報の正確さによって決まります。システムの構成を変更する場合は、アップグレードする前と、アップグレードが正常に完了した後に修復情報を更新する必要があります。修復ディスク ユーティリティを起動するには、次の 2 つの方法があります。

· 管理コンソールの [その他のタスク] ページで [ディスクの管理] をクリックし、[システム修復ディスクの作成] をクリックします。
· コマンド プロンプトで、「Rdisk.exe」と入力します。
修復ディスク ユーティリティでは、修復情報を更新するか、修復ディスクを作成するかを選択できます。修復情報が最新のものでない場合もあるので、ディスクを作成するときは、その前に修復情報を必ず更新します。
ディスク情報の保存

ディスクにフォールト トレランスを実施している場合は
、アップグレードの前にディスクの構成情報をフロッピー ディスクにバックアップします。
1. [ディスク アドミニストレータ] を開きます。
2. [パーティション] をクリックします。
3. [構成情報] をポイントします。
4. [保存…] をクリックします。
5. ドライブ A にフォーマット済みのディスクを挿入して、[OK] をクリックします。
このディスク構成情報を復元しなければならない場合は、処理を繰り返し、手順 4 で [復元] を選択して、復元するディスク情報ファイルを選択します。
ディスクの空き容量を増やす

Small Business Server バージョン 4.0 から バージョン 4.5 にアップグレードするには、ディスクに 1.2GB の空き容量が必要です。Small Business Server セットアップでは、\ClientApps という新しいフォルダが作成され、そこに Small Business Server 4.5 のクライアント コンポーネントがインストールされます。システム ドライブに \ClientApps フォルダを作成するだけの空き容量がない場合は、アップグレード時にこのフォルダを別のドライブに配置することもできます。\ClientApps フォルダは 600 MB のディスク領域を占めるので、別のドライブに移動すれば、システム ドライブのディスク領域を 600 MB ほど節約できます。
ディスクの空き容量をさらに増やさなければならない場合は、表 12 に示すフォルダをアップグレード前に削除します。
表 12 : Small Business Server 4.0 とすべてのクライアントを バージョン 4.5 にアップグレードする際に不要なフォルダ

	フォルダ
	サイズ
	備考

	C:\SmallBusiness\Clients\Starthre
	98.9 MB
	『Small Business Server 4.5 ファースト ステップ ガイド』は CD-ROM に収録されています。

	C:\SmallBusiness\Clients\MS\Exchange
	93.3 MB
	Small Business Server 4.5 のデフォルトのメール クライアントは、Outlook 2000 です。16 ビットの Exchange Client と Schedule+ を使用したい場合は、このフォルダを保持します。

	C:\SmallBusiness\Clients\MS\Fax
	9.45 MB
	Small Business Server 4.5 のMicrosoft Fax クライアントのソース ファイルは、ClientApps フォルダに格納されます。

	C:\SmallBusiness\Clients\MS\IE
	100 MB
	Small Business Server 4.5 および Outlook 2000 のクライアントでは、Internet Explorer 5 が使用されます。

	C:\SmallBusiness\Clients\MS\Modemshr
	1.58 MB
	Small Business Server 4.5 の Microsoft モデム共有クライアントのファイルは、ClientApps フォルダに格納されます。

	C:\SmallBusiness\Clients\MS\Ntsp3
	142 MB
	Small Business Server 4.5 と Windows NT Workstation ベースのクライアントは、Service Pack 4 にアップグレードする必要があります。SP4 のソース ファイルは ClientApps フォルダに格納されています。

	C:\SmallBusiness\Clients\MS\Outlook
	88.8 MB
	Small Business Server 4.5 のデフォルトのメール クライアントは、Outlook 2000 です。


アップグレードが正常に完了するまで、C:\SmallBusiness\Clients\MS\Proxy フォルダを削除しないでください。このフォルダ内のファイルは、アップグレード時に Proxy Client を バージョン 2.0 にアップグレードするために使用されます。現在 Small Business Server 4.0 にProxy Server 1.0 がインストールされている場合、Small Business Server 4.5 へアップグレードする前にこのフォルダを削除すると、Proxy Server のアップグレードは失敗し、そのために以降の Small Business Server のアップグレードも失敗してしまいます。
SQL Server 6.5 は、セットアップによってアップグレードされません。SQL Server 7.0 は別のディレクトリにインストールされます。SQL Server 6.5 が不要な場合、または現時点で使用していない場合は、アンインストールしてディスク領域を節約することができます。既に SQL Server バージョン 6.5 を使用してデータベースを作成していて、新たにバージョン 7.0 を使用したい場合は、バージョン 6.5 がインストールされたままの状態で、サーバーをアップグレードした後にデータベースを SQL Server 7.0 に変換します。データがエラーなしで変換されたことを確認するまでは、SQL Server 6.5 を削除しないでください。
イベント ログのチェック

イベント ビューアのエラー メッセージによって、アップグレードを妨げるような状況が検出されることがあります。ある条件の下では、データやアプリケーションの問題を示しているのではないエラー メッセージが表示されます。これらのエラーの一部は、実行中のアプリケーションでパフォーマンス モニタのカウンタが適切に実装されていないために発生します。こうしたエラー メッセージのいくつかは、リリース ノートに一覧表示されています。
表 13 : 発生する可能性のあるイベント ログのエラー メッセージ

	ソース
	エラー ID
	説明

	MSExchangeSA
	1005
	ネットワークを通じて Microsoft Exchange Server に接続できない

	NetBT 
	4320 
	WINS 名が重複している

	Perflib
	1008 
	MSSQLServer の起動が失敗している

	Perflib
	1008 
	QPerf.dll に含まれる ISAPIsearch の起動が失敗している

	Perflib
	1008 
	QPerf.dll に含まれる ContentIndex の起動が失敗している

	Perflib
	1008 
	QPerf.dll に含まれる ContentFilter の起動が失敗している

	Perflib
	1008 
	Modemshr.dll 内でバッファ サイズに問題が生じている

	SQLCTR70
	1001 
	共有メモリ セグメントを開けない

	SQLCTR70
	1001 
	SQL Performance DLL の open 関数の呼び出しが失敗している

	SQLCTR70
	1001 
	レジストリ キーを開けない

	W3Svc
	14
	HTTP フィルタ DLL のロードが失敗している。データ エラー


サードパーティ アプリケーションの更新の確認

Small Business Server 4.0 用に特別に記述されたアプリケーションを使用している場合は、ベンダーに連絡して、Small Business Server 4.5 用のアップデートが存在するか確認します。アプリケーションの中には、Small Business Server 4.0 と Small Business Server 4.5 の両方で実行できるものもあります。しかし、アップグレード前にアプリケーションをアンインストールして、アップグレード後に Small Business Server 4.5 用のバージョンをインストールしなければならない場合もあります。
アプリケーションに Small Business Server 4.5 で実行するアップデート版が存在しない場合でも、サーバーのアップグレード後に構成の変更や修正を行う必要があるかどうかをベンダーに確認してください。
アプリケーションによって Small Business Server 4.0 の管理コンソールに変更が加えられている場合、その変更内容は Small Business Server 4.5 の管理コンソールには反映されません。同じように、コンピュータのセットアップ ウィザード (SCW) への変更 (クライアント アプリケーションの追加など) も、Small Business Server 4.5 の SCW には反映されません。

Small Business Server 4.0 の SCW を変更するために使用したファイルやレジストリ設定値はバックアップされるので、それを基にして変更内容を Small Business Server 4.5 の SCW に適用できます。Small Business Server 4.0 の管理コンソールを修正するために使用したレジストリ設定値もバックアップされるので、それを基にして変更内容を Small Business Server 4.5 の管理コンソールに適用できます。

Small Business Server 4.5 の管理コンソールについての詳細は、http://www.microsoft.com/japan/backoffice/sbs/ のホワイト ペーパー「Small Business Server 4.5 管理コンソール」を参照してください。

Small Business Server 4.5 のSCW についての詳細は、http://www.microsoft.com/japan/backoffice/sbs/ のホワイト ペーパー「クライアント セットアップ」を参照してください。

Small Business Server コンポーネントのベータ版のアンインストール

Small Business Server 4.5 のベータ版はアップグレードできません。サーバーに Small Business Server 4.5 のベータ版をインストールしている場合は、大切なデータをバックアップしてから、Small Business Server 4.5 の製品版をインストールする必要があります。

サーバーに Small Business Server ベータ版のコンポーネントをインストールしている場合は、Small Business Server 4.5 をインストールする前にそれらのコンポーネントをアンインストールする必要があります。たとえば、Small Business Server 4.0 に FAX サーバー 4.5 のベータ版をインストールしている場合は、Small Business Server 4.0 をアップグレードする前に FAX サーバー 4.5 のベータ版をアンインストールする必要があります。アップグレード ウィザードによって既にバージョン 4.5 となっているベータ版が検出されるので、FAX サーバーはアップグレードされません。

不要なサービスやアプリケーションの停止

システムをアップグレードする前に、次のサービスを停止して、サービス タイプを手動に設定します。これによって、アップグレード時にこれらのサービスによってシステムが割り込まれることがなくなります。
· Microsoft Exchange Internet Mail Service

· Microsoft FAX Service
· Remote Access Server
· アンチウィルス ソフトウェア サービス
· バックアップ ソフトウェアによってインストールされたサービス
· 第 3 者アプリケーションによってインストールされたサービス
リリース ノートを読む

リリース ノートには、Small Business Server のマニュアルに掲載されていない既知の問題に関する最新情報が掲載されています。リリース ノートは、Small Business Server 4.5 CD #1 に収録されています。
アップグレード処理
アップグレード処理では、Small Business Server セットアップ ウィザードが使用されて、インストールされているコンポーネントが検出され、各コンポーネントがアップグレードされます。アップグレードと新規インストールの大きな違いは、次のとおりです。
· ユーザーと組織の名前は変更できますが、コンピュータ名やドメイン名は変更できません。ユーザー名や組織名を変更しても、既存のユーザー アカウントは更新されませんが、新しいユーザーには適用されます。
· ほとんどのアプリケーションやフォルダはその場所でアップグレードされ、新しいドライブに移動することはできません。ただし、SQL Server 7.0 だけは、ClientApps という新しいフォルダにインストールされます。
· アップグレードの場合は、Small Business Server セットアップ ウィザードの [ハードウェアの確認] 画面は表示されません。コンポーネントへの変更は、アップグレード処理を開始する前にコントロール パネルで行う必要があります。
セットアップ処理の手順については、『Small Business Server 4.5 ファースト ステップ ガイド』の第 12 章を参照してください。
アップグレード後

· データベースを SQL Server バージョン 6.5 から バージョン 7.0 に変換したら、SQL Server 6.5 をアンインストールしてディスクの空き領域を 73 MB ほど増やすことができます。
· Proxy Server 2.0 のクライアント共有は C:\MSP\Clients です。Proxy Server 1.0 のクライアント共有の C:\SmallBusiness\Clients\MS\Proxy はアップグレード後は不要なので、削除できます。これによって、ディスクの空き領域を約 2.3 MB 増やすことができます。
· Small Business Server 4.5 には、サーバーのリモート管理や、パフォーマンス レポートの作成を支援する新しい管理ツールが用意されています。しかし、Small Business Server 4.5 へのアップグレード後も Crystal Reports を使い続けることができます。
· Small Business Server 4.0 に組み込まれていたクライアント アプリケーションは、Small Business Server 4.5 でも機能しますが、Small Business Server 4.5 クライアントの機能をすべて利用できるわけではありません。[その他のタスク] タブの [コンピュータの管理] リンクをクリックし、[コンピュータのセットアップ] オプションをクリックしてコンピュータのセットアップ ウィザードを実行すると、選択したアプリケーションをアップグレードすることができます。
表 14 : Small Business Server のクライアント アプリケーションの比較

	Small Business Server 4.0 
クライアント
	Small Business Server 4.5 
クライアント

	Fax クライアント 4.0
	Fax クライアント 4.5

	モデム共有クライアント 4.0
	モデム共有クライアント 4.5

	Internet Explorer 4.01
	Internet Explorer 5

	Winsock Proxy 1.0 Client
	Winsock Proxy 2.0 Client

	Outlook 97 (または Exchange Client 4.0 と Schedule+)
	Outlook 2000


· Services for Macintosh や TCP/IP 印刷サービスなどのネットワーク コンポーネントを Small Business Server 4.5 に追加した場合は、コンピュータを再起動する前に Small Business Server 4.5 CD #1 から Windows NT 4.0 Service Pack 4 を再適用する必要があります。
· Outlook Web Access を Exchange Server 5.5 に追加した場合は、Small Business Server 4.5 CD #3 から Service Pack 2 for Exchange Server 5.5 を再適用する必要があります。
アップグレード時の特記事項

Small Business Server 4.5 アップグレード版は、既に Small Business Server 4.0 のライセンスを保持していて、Small Business Server 4.5 にアップグレードしたいユーザーに無償で提供されます。アップグレード用の CD-ROM には、Windows NT のコア ファイルは含まれていないので、Small Business Server 4.5 の新規インストールを実行したり、追加ネットワーキング コンポーネントを追加するためには使用できません。
· Small Business Server 4.5 にアップグレードした後で、何らかの理由で Small Business Server を完全に再インストールしなければならなくなった場合は、Small Business Server 4.0 をインストールし直してから、Small Business Server 4.5 に再度アップグレードする必要があります。
アップグレード前に Small Business Server 4.0 のテープ バックアップを作成しているいれば、そのテープを使用してシステムを Small Business Server 4.0 に復元し、もう一度アップグレード処理を実行できます。これによって時間と労力を大幅に節約できるので、アップグレード前にテープ バックアップを作成することをお勧めします。
· Services for Macintosh や TCP/IP 印刷サービス などのネットワーキング コンポーネントを追加する場合は、Small Business Server 4.0 CD # 1 を使用してそれらのコンポーネントをインストールします。さらに、コンピュータを再起動する前に、Small Business Server 4.5 CD # 1 から Windows NT 4.0 Service Pack 4 を再適用する必要があります。
付録 : Windows NT 4.0 から Small Business Server 4.5 へのユーザーの移行

Windows NT 4.0 ベースのサーバーがプライマリ ドメイン コントローラ (PDC) として機能している場合は、ユーザー アカウントを保存して、それらをインストール後に BackOffice Small Business Server にインポートできます。Windows NT 4.0 ベースのサーバーに Exchange Server がインストールされている場合は、グローバルアドレス一覧情報も Small Business Server にインポートできます。

1. Small Business Server 4.5 CD # 1 を CD-ROM ドライブに挿入します。
2. 最初に表示される画面で [ユーザーを移行する] をクリックします。ユーザー移行ウィザードが起動します。[次へ] をクリックします。
3. ウィザードの指示に従ってユーザー アカウント ファイルを保存する場所を指定し、フロッピー ディスクを挿入します。
4. ユーザー アカウントを Users.txt ファイルに保存してウィザードを終了します。その後、通常どおりに Small Business Server をインストールします。
5. Small Business Server のインストールが完了すると、[作業の一覧] が表示されます。
6. [ユーザーのインポート] をクリックします。
7. Users.txt が収録されているフロッピー ディスクを挿入するように指示があります。
8. ウィザードが完了したら、管理コンソールの [ユーザーの管理] ページに移動します。
9. ユーザーを選択して、[ユーザーのアクセス権の管理] をクリックします。インポートしたユーザーごとに、処理を繰り返します。
10. 管理コンソールの [コンピュータの管理] ページに移動します。
11. [コンピュータのセットアップ] または [ユーザーが既存のコンピュータを使えるようにする] をクリックします。インポートしたユーザーごとに、処理を繰り返します。
Windows NT 4.0 からのユーザーの移行方法の詳細については、『Small Business Server 4.5 ファースト ステップ ガイド』の第 12 章を参照してください。
© 1999 Microsoft Corporation. All rights reserved.

本書は製品リリースに先行する文書であり、最終的なリリースまでに大幅に変更されることがあります。本書は情報提供のみを目的としており、本書の内容について、Microsoftは、明示的あるいは非明示的ないかなる保証もいたしません。本書に記載した情報は、将来予告なしに変更することがあります。本書を使用する場合の全体的なリスクまたは本書の使用による結果について、Microsoftはいかなる責務も負うものではありません。適用可能な著作権方法すべてにお客様は準拠する必要があります。著作権上の権利に限定されることなく、本書の一部または全部を無断で使用､複製することはできません。

 Microsoftは、本書に記載される内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の無体財産権を有する場合があります。本書は、これらの特許､商標、著作権またはその他の無体財産権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。

Microsoft BackOffice、FrontPage、MS-DOS、Outlook、PhotoDraw、PowerPoint、Windows、および Windows NT は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
その他、本書に記載されている会社名または製品名は各社の商標です。
� Small Business Server は、複数のネットワーク サービスを同時に提供するように設定されています。最も忙しい時間帯にサーバー上で製品ツールを直接使用したり、クライアント アプリケーションを直接実行すると、すべてのネットワーク クライアントの接続が遅くなります。そのため、最も忙しい時間帯にサーバー上で直接実行するタスクは、Small Business Server 管理コンソールから実行する管理タスクに限定することをお勧めします。


� Small Business Server はワークステーションではなくサーバーとして機能するように最適化されているので、高性能のビデオ アダプタは不要です。


� ビジネス クラス モデムは、家庭用に設計されたモデムよりもパフォーマンスが高くなっています。また、エラー訂正機能や回線ノイズに対する耐性も優れています。


� Adaptive Answer モデムのドライバは、Disc 1 の \support\modem にあります。


� マルチポート シリアル アダプタでは、セカンド ネットワーク アダプタと同じ警告が生成されます。ただし、同じ問題が発生するわけではありません。そのため、マルチポート シリアル アダプタを削除しなくてもセットアップを続行できます。


� コンピュータの NetBIOS 名は、このリストの先頭のアダプタにバインドされます。この名前が NDIS WAN アダプタにバインドされている場合、クライアント コンピュータはサーバーに接続できません。サーバー自体のサービスでも、WINS (Windows Internet Naming Service) など一部のサービスで障害が発生したり、エラーが発生する場合があります。


� マルチポート アダプタの先頭の COM ポートを選択するよう求める画面が表示され、なおかつ先頭のポートがハードウェア レベルで設置されていないときは、COM 5 以上の番号のポートを選択します。これによって、COM 1 ～ COM 4 にのみインストール可能なモデムやデバイスとの IRQ の競合を避けることができます。


� この時点で FAX 番号を入力しないと、FAX サーバーはインストールされません。FAX サーバーをインストールしたいが、電話回線がまだ用意できていない場合は、一時的な電話番号を入力しておきます。番号は、インストール後にコントロール パネルで変更できます。


� Proxy Server 2.0 のキャッシュは、デフォルトでは最大の NTFS ドライブにインストールされますが、この時点では変更できません。キャッシュを移動するには、セットアップ完了後に Microsoft Internet Information Server (IIS) の管理コンソールを使用します。


� ディスク 2 には Microsoft FrontPage® 98 も含まれていますが、デフォルトではインストールされません。インターネットまたはイントラネット上に独自の Web サイトを作成する場合は、Microsoft FrontPage® 98 をネットワーク上のサーバーまたはワークステーションにインストールします。


� プリンタがパラレル ケーブルを介して LPT1 または LPT2 に接続されている場合は、コンピュータの BIOS でポートを使用可能にします。LPT2 は、割り込み番号 5 を使用します。この割り込み番号はサウンド カードやネットワーク インターフェイス カードの多くで使用されているので、プリンタをインストールする前に割り込み番号が重複しないことを確認します。


� 共有名でスペースや特殊文字が使用されていたり、文字数が 12 文字を超えていると、Windows 95 および Windows 98 ベースのクライアントからその共有名を参照することができません。


� 共有フォルダは管理コンソールを使用しなくても作成できますが、共有フォルダ アクセス ウィザードで管理できなくなり、アクセス権も設定されません。新しいフォルダをフォルダ共有ウィザードで作成すると、共有フォルダ アクセス ウィザードでアクセス権を管理することができます。


� 場合によっては、クライアント アプリケーションが正しくインストールされず、インストールが一部だけ実行されたために、削除できないレジストリ設定が残る場合があります。そのコンピュータに対して新しいコンピュータ名を使って新しいクライアント ディスクを再度作成すると、新しい名前によって新しいレジストリ設定が書き込まれるため、問題が解決する場合があります。


� Windows 3.1 ベースのクライアント、Macintosh クライアント、および Windows 2000 Professional ベースのワークステーションは、Small Business Server ネットワークにアクセスしてサーバー アプリケーションを使用できます。ただし、コンピュータのセットアップ ウィザードを使用してこれらのクライアントをセットアップすることはできません。


� Small Business Server には、外部用の NIC またはダイヤルアップ接続に静的 IP アドレスが割り当てられていなくても、Exchange Server と ISP のメール サーバーの間でインターネット電子メールをやり取りできる SBSETRN というユーティリティが付属しています。サインアップ時に選択した ISP が参照サーバーのリストに含まれておらず、静的 IP アドレスを取得する予定がないときは、SBSETRN がサポートされているかどうかを ISP に確認してください。


� ここで言うディスクのフォールト トレランスとは、ディスク アドミニストレータ によって作成したミラー、ボリューム、またはストライプ セットを指します。ハードウェアの RAID 配列は含まれません。
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